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発
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井上智絵さん 谷本優衣さん

　6月6日（日）、「少年メッセージ2010」日高地方発表大会が、由良町
中央公民館で開催されました。御坊市・日高郡内の21中学校の代
表が参加して、日頃の生活で今まで自分たちが体験したことから、自
分の考えや思いを発表しました。
　町内からは、井上智絵さん（南部中3年）、谷本優衣さん（上南部
中2年）、西野夏実さん（高城中2年）、平篤弥さん（清川中2年）の4
人が出場しました。審査の結果、井上智絵さんが「伝えたい言葉」、
谷本優衣さんが「母の想いに」と題した発表で、奨励賞を受賞しま
した。

少年メッセージ2010　日高地方発表大会

　５月16日（日）、南部小学校体育館で行われた少林寺拳法第33回
紀南熊野少年少女拳士大会で、南部支部の子どもたちが、今年も
次の通り優秀な成績を収めました。なお、総合成績も南部支部が優
勝しました。
【競技部門】＜組演武＞●小学２年生以下の部　最優秀（1位）＝
阪口稜真・山ノ内大雅、優秀（2位）＝湯川善徳・久保井健、５位＝永
岡健生・田名真義、6位＝森優心・大野佑馬●小学3年生の部　最
優秀＝南部慶道・小谷晃喜、4位＝畑垣聖・中川弘陸、5位＝岩本大
輝・花光大生
●小学4年生の部　最優秀＝杉本侑亮・小西翔太、優良（3位）＝岡
本亜花梨・宮﨑李聖●小学5年生の部　最優秀＝上野恵吾・尾﨑
歩夢、優秀＝児玉悠・森忠大、4位＝中川七海・雛倉一愛、6位＝井野
航希・岡本光●小学6年生の部　最優秀＝沖見史哉・小西悠介、
優秀＝上野雄輝・川口洋介、4位＝出口皓喜・森星奈●中学生の部
　最優秀＝和田吉史・阪本亜弥
＜団体演武＞　最優秀＝南部小学生Ｂ、優秀＝南部小学生Ａ
＜単独演武＞●小学生・低学年の部　優秀＝南部慶道●小学生・
高学年の部　最優秀＝小西悠介、優秀＝沖見史哉●中学生の部
　最優秀＝和田吉史
【文化部門】●体験作文の部　優秀＝小西悠介、佳作＝小谷晃喜
●毛筆の部　佳作＝雛倉一愛　　［敬称略］

少林寺拳法南部支部が
紀南熊野少年少女拳士大会で総合優勝

　　山　魁　飛

久　保　芙　輝

山　川　航　平

小　山　悠　斗

松　嵜　　晃

宮　本　沙　絢

野　口　翔　真

谷　本　雄　琉

細　川　忠　常
中　内　偉　進
髙　垣　佐太夫
神　田　　　代
下　村　時　男
岩　見　德　一
舟　本　　
丸　山　幸　枝
山　口　ちよ子

5月末現在（前月比） 5月中の異動

（前月比+6）

（前月比±0）
（前月比＋1）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）

（53.4%）

（87．6%）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（85．3%）
（57．1%）
（80．7%）
（52．2%）

1,014／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
110／129
44／077
213／264
190／364

（－２人）
（－２人）
（－４人）
（－２世帯）

６，８３９人
７，４６２人
１４，３０１人
４，７３１世帯

９人
１１人
２２人
２４人

か い と

ふ 　 き

こうへ い

は る と

あ き ら

さ あ や

しょうま

た け る

７月１１日（日）～７月２０日（火）は

◎高齢者の交通事故防止　☆飲酒運転の根絶
☆後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底
☆過労運転・無謀運転の追放

わかやま夏の交通安全運動実施期間

南部支部の子どもたち
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紀
州
梅
の
会
（
会
長　

真
砂
充

敏
田
辺
市
長
）
が
提
唱
し
て
生
ま

れ
た
６
月
６
日
「
梅
の
日
」
に
、

各
地
で
紀
州
梅
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

紀
州
梅
の
会
は
、
梅
の
収
穫
に
感

謝
し
て
、
京
都
市
に
あ
る
上
賀
茂
神

社
・
下
鴨
神
社
に
、
青
梅
と
梅
干
し

を
献
上
し
ま
し
た
。

　

梅
の
日
の
記
念
式
典
「
梅
祭
式
」

は
、
み
な
べ
町
の
須
賀
神
社
（
西
本

庄
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
前
で
は
、
熊
野
本
宮
大
社
巫

女
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
の
奉
納
に

続
い
て
、
神
主
の
祝
詞
、
参
列
者
に

よ
る
榊
奉
納
の
後
、
梅
漬
け
の
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、
今
年
採
れ
た
南
高

梅
を
壺
に
入
れ
て
漬
け
、
梅
産
業
の

発
展
と
一
層
の
需
要
拡
大
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
務
所
で
は
、
梅
料
理
研

究
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
梅
料
理
約

15
品
４
０
０
食
と
、
紀
州
み
な
べ
梅

干
協
同
組
合
に
所
属
す
る
40
社
か
ら

提
供
さ
れ
た
梅
干
し
や
梅
酒
な
ど
が

並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
自
由
に
料
理

と
梅
干
し
の
試
食
や
梅
酒
の
試
飲
を

楽
し
み
ま
し
た
。
試
食
会
は
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
梅
料
理
は
多
彩

で
お
い
し
い
と
大
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し

て
い
ま
す
「
ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
い

梅
料
理
」
の
冊
子
に
、
梅
料
理
研
究

会
の
“
家
庭
で
出
来
る
お
い
し
い
梅

料
理
”
の
数
々
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

梅漬けの神事

盛大に記念式典イベント開催

梅の素晴らしさをＰＲ 『梅の日』６月６日は

梅料理試食会

梅料理研究会の皆さん

梅料理
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全
国
各
地
で
「
梅
」
を
Ｐ
Ｒ
！

～
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
～

　

６
月
３
日
～
５
日
、
小
谷
町

長
と
山
中
邦
夫
町
議
会
副
議
長
、

う
め
課
職
員
が
、
東
京
や
仙
台
、

北
海
道
な
ど
の
６
市
場
を
訪
問

し
て
、
梅
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

梅
商
品
の
紹
介
や
、
梅
の
効

能
と
特
許
の
取
得
を
紹
介
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

て
、
説
明
し
ま
し
た
。

　

各
市
場
で
は
、
約
30
年
近
く

続
い
て
い
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

へ
の
評
価
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

等
に
よ
る
梅
の
効
能
の
紹
介
な

ど
に
よ
り
、
今
回
は
例
年
以
上

に
梅
に
関
心
を
も
っ
て
く
れ
て

予
定
通
り
の
出
荷
の
要
請
が
あ

り
、
需
要
拡
大
の
手
応
え
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
梅
消
費
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
展
開

　

県
と
み
な
べ
町
は
、
６
月
５
・

６
日
の
両
日
、
関
東
の
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
「
梅
消
費
拡

大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
行
い
、
み

な
べ
の
特
産
「
南
高
梅
」
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

梅
農
家
の
女
性
と
県
職
員
、

う
め
課
職
員
が
、ス
ー
パ
ー
「
紀

ノ
国
屋
」
の
４
店
舗
を
回
り
、

特
設
の
青
梅
販
売
コ
ー
ナ
ー

で
、「
南
高
梅
」
の
販
売
の
ほ
か
、

梅
ジ
ュ
ー
ス
や
梅
酒
、
梅
干
し

の
加
工
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。
来
店
者
に
梅
ジ
ュ
ー
ス

の
試
飲
を
勧
め
る
と
、
お
い
し

い
と
好
評
で
、
作
り
方
を
教
え

る
な
ど
し
て
、「
南
高
梅
」
を

修
学
旅
行
先
で
梅
Ｐ
Ｒ

　

５
月
26
日
、
上
南
部
中
学
校

３
年
生
が
修
学
旅
行
先
の
札
幌

駅
構
内
で
梅
干
し
を
配
り
「
紀

州
み
な
べ
の
南
高
梅
」
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
後
日
学
校
へ
、「
梅

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
感
激
。
梅
も
大

変
お
い
し
か
っ
た
。」
と
お
礼

の
電
話
が
入
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
同
じ
く
、
高
城
中
学
校

３
年
生
が
、
６
月
４
日
、
修
学

旅
行
先
の
東
京
ド
ー
ム
前
で
梅

干
し
を
配
り
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
ま

し
た
。

　

清
川
中
学
校
３
年
生
は
、
６

月
21
日
、
沖
縄
県
で
梅
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
ま
し
た
。

上南部中学校の生徒たち高城中学校の生徒たち

梅を食べて元気いっぱい！

　６月 10日、南部幼稚園の年長児が、
梅採り体験を行いました。翌日には、
収穫した梅で、梅ジュース作りをし
ました。園児たちは、梅の実を一粒
ずつていねいにヘタを取って容器に
入れ、おいしい梅ジュースの出来上
がりを、楽しみにしています。

大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
今
回

訪
れ
た
店
舗
で
は
、
青
梅
を
活

用
し
て
加
工
す
る
消
費
者
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
18
日
～
20
日

に
は
、
北
海
道
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
販
売
促
進
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
合
わ
せ
て

市
場
関
係
者
を
対
象
に
梅
の
加

工
講
習
会
を
開
き
、
梅
の
効
能

南部幼稚園で梅ジュース作り　高城保育所は、６月のクッ
キングで、園で育て収穫し
たじゃがいも・玉葱・梅を
使って、「梅コロッケ」を作
りました。４・５歳児の園
児たちが、かわいい手付き
でコロッケを形作り、昼食
には揚げたての梅コロッケ
をおいしくいただきました。

高城保育所で梅料理作り

東
京
な
ど
の
市
場
訪
問

を
紹
介
し
た
後
、
梅
干
し
な
ど

の
作
り
方
の
説
明
や
、
梅
ジ
ュ

ー
ス
を
作
る
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
梅
ご
は
ん
の
試
食
、

梅
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
な
ど
も
行

っ
て
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
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7月は の納期です
第1期・全期前納

町　

県　

民　

税

　

住
民
税
＝
町
県
民
税
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
多
く
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財

源
で
す
。

町
県
民
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
の
間

と
平
成
21
年
に
住
宅
を
取
得
し
て

入
居
さ
れ
た
方
で
、
税
源
移
譲
に

よ
り
所
得
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減
少
す

る
場
合
、
翌
年
度
の
町
県
民
税
の

所
得
割
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

昨
年
よ
り
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
納

税
通
知
書
に
よ
り
町
県
民
税
を
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

納
税
の
便
宜
や
徴
収
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、平
成
21
年
10
月
か
ら
、

公
的
年
金
の
課
税
所
得
が
あ
る
場

合
、
そ
の
部
分
の
町
県
民
税
を
老

齢
基
礎
年
金
等
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
町
県
民
税
の
納
付
方

法
に
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ

せ
て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
及
び

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
、
納

税
通
知
書
に
よ
っ
て
支
払
っ
て

い
た
だ
く
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。

　

７
月
は
、
普
通
徴
収
の
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。

７
月
中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を
納

税
対
象
の
方
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期

は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月　

▼
３
期
＝
10

月　

▼
４
期
＝
来
年
１
月

固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
土

地
・
家
屋
や
償
却
資
産
の
所
有

者
と
し
て
、
登
記
簿
や
課
税
台

帳
に
登
記
、
ま
た
は
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

は
、
評
価
額
を
基
に
算
定
さ
れ

た
価
格
で
す
。

　

但
し
、
市
町
村
の
区
域
内
に

同
一
人
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額

が
、
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場

合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
土
地
30
万
円　

▽
家
屋
20
万

円　

▽
償
却
資
産
１
５
０
万
円

　

税
額
の
計
算
方
法
は
、
課
税

標
準
額
×
税
率
１
・
４
％
で
す
。

　

固
定
資
産
税
も
、
７
月
が
第

１
期
と
全
期
前
納
の
納
期
で

す
。

　

７
月
中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を

納
税
対
象
の
方
に
送
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期

は
次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
９
月　

▼
３
期
＝
11

月　

▼
４
期
＝
来
年
２
月

町県民税と固定資産税に
お得な全期前納制度があります

　町県民税と固定資産税には、第１期納期限
までに年税額を一括納付していただくと、前
納報奨金を差し引く全期前納制度があります。

（納税通知書の中の「報奨金」欄の額が控除さ
れます。）ぜひご利用ください。

■
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
と
も
、
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
限
は
８

月
２
日
（
月
）
で
す
。

■
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
町
税

を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
た
め
、納
付
書
は
ホ
ッ

チ
キ
ス
止
め
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
納
付
書
の
納
期
を
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
適
用
の

主
な
内
容

町
県
民
税
の

　

納
め
方
と
納
期

国民健康保険税（普通徴収）

固 定 資 産 税

町 県 民 税 （普通徴収）

コンビニエンス
ストア収納が

始まりました！

納付をよろしくお願いします
納税通知書は

７月中ごろ送付します（　　　　   ）
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み
ん
な
で
支
え
合
う
国
保
の
大
切
な
運
営
費
用

国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
、
そ
の
大
切
な
運
営

財
源
で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
税
率
は
、
国

保
運
営
協
議
会
で
審
議
後
、
第

２
回
定
例
町
議
会
（
５
月
議
会
）

で
可
決
さ
れ
、
下
表
の
通
り
決

定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
の
国
保

税
収
を
当
初
予
算
よ
り
７
千
万

円
減
額
す
る
補
正
予
算
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の

決
算
見
込
み
で
は
、医
療
費
（
※

保
険
給
付
費
）
の
見
込
み
額
は

約
11
億
７
７
６
３
万
円
と
20
年

度
決
算
額
よ
り
約
１
６
５
０
万

円
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
で
は
、

黒
字
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等

か
ら
、
国
保
税
を
減
額
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
保
険
給
付
費
と
は

　

①
国
保
の
加
入
者
が
使
っ
た

医
療
費
の
総
額
か
ら
自
己
負
担

額
を
引
い
た
療
養
給
付
費
②
自

己
負
担
額
が
あ
る
一
定
基
準
を

超
え
て
高
額
だ
っ
た
場
合
に
支

給
す
る
高
額
療
養
費
③
加
入
者

が
出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る

出
産
育
児
一
時
金
④
加
入
者
が

死
亡
し
た
時
に
喪
主
に
支
給
す

る
葬
祭
費
な
ど
、
国
保
が
支
払

う
医
療
費
全
体
の
こ
と
で
す
。）

　

国
保
税
は
、
左
表
の
よ
う
に
国

保
加
入
世
帯
員
の
所
得
や
資
産
、

人
数
な
ど
に
応
じ
て
世
帯
に
課
税

さ
れ
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
。（
国
保
加
入
者
で
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と

し
て
世
帯
主
に
国
保
税
を
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
国
保
加
入
者
の
各
年
齢

層
の
課
税
方
法
は
次
の
通
り
で

す
。

①
国
保
加
入
の
39
歳
以
下
の
方

（
介
護
保
険
未
加
入
者
）　

医
療
保

平成２２年度国民健康保険税の税率・税額

区　　分

所 得 割
（各世帯の収入に
応じて）

資 産 割
（各世帯の資産に
応じて）

均 等 割

課税限度額

（各世帯の加入者
に応じて）

平 等 割
（１世帯につき）

医療保険分 介護保険分後 期 高 齢 者
支 援 金 分

前年所得の基礎控除後の額に対して

固定資産税額に対して

加入者１人あたり

１世帯あたり

4.56％ 1.70％ 1.46％

18.80％ 11.66％ 6.42％

20,500 円 10,000 円 9,700 円

500,000 円 130,000 円 100,000 円

22,800 円 10,400 円 6,100 円（特定世帯は11,400 円） （特定世帯は5,200円）

険
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

〔
年
度
途
中
で
40
歳
に
な
る
方
は
、

誕
生
月
分
か
ら
介
護
保
険
分
も
合

わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。〕

②
国
保
加
入
の
40
歳
以
上
64
歳
以

下
の
方
（
介
護
保
険
の
第
２
号
被

保
険
者
）

　

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
＋
介
護
保
険
分
が
課
税
さ

れ
ま
す
。〔
年
度
途
中
で
65
歳
に

な
る
方
は
、
誕
生
月
の
前
月
分
ま

で
の
介
護
保
険
分
が
国
保
税
と
し

て
２
月
ま
で
の
納
期
に
分
け
て
課

税
さ
れ
ま
す
。（
※
誕
生
月
以
降

■
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
し
た
75
歳
以
上
の
方

（
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者
）

　

移
行
後
、
国
保
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。（
※
注　

但
し
、
国
保

税
は
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な

る
た
め
、
75
歳
以
上
の
方
が
世
帯

主
で
あ
る
場
合
、
納
付
書
は
75
歳

以
上
の
方
宛
に
届
き
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
介
護
保
険
料
を
別
々
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

　

国
保
税
も
、
７
月

が
第
１
期
の
納
期
で

す
。
納
税
通
知
書
を

７
月
中
ご
ろ
納
税
対

象
の
世
帯
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
国
保
会

計
の
安
定
し
た
運
営

と
健
全
化
の
た
め
納

期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
は
７

月
か
ら
来
年
２
月
の

毎
月（
全
８
回
）で
す
。

は
介
護
保
険
料

と
し
て
別
途
納

め
て
い
た
だ
き

ま
す
）〕

③
国
保
加
入
の

65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
方
（
介

護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
）

　

医
療
保
険
分

＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料

は
別
途
、
原
則

と
し
て
年
金
か

ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

●低所得の方は、基準に該当すれば国保税の軽減が受けられ
ます。但し、低所得であっても、未申告ですと軽減対象には
なりませんので、国保税の所得申告を行うことが必要です。
●医療保険分と後期高齢者支援金分は、74 歳以下の国保加
入者全員が対象です。
●介護保険分は、40 歳以上 64 歳以下の方が対象です。

※特定世帯とは→もともと国保世帯で、他の世帯員が後期高齢
者医療制度へ移行して国保の被保険者でなくなったため、１人
だけが国保に残った世帯のことをいいます。特定世帯となった
月が属する年度中（３月末まで）と、その翌年度４月から５年
間は、国保税の平等割が２分の１になります。

※各税金についてのお問い合わせは、
　　　　税務課 ( ℡ 72-2162) まで

国
保
税
の
課
税
方
法

納
期
内
の
納
税
を

　

お
願
い
し
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

加
入
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
、

大
切
な
医
療
費
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

■
保
険
料
の
算
定
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
を
合
計
し

町
は
医
療
費
の
低
い
特
例
地
域

の
た
め
、
保
険
料
率
は
県
下
で

一
番
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
６

年
間
か
け
て
県
下
の
保
険
料
率

が
、
統
一
さ
れ
ま
す
。

区　　分 平成20・21年度 平成22・23年度 比較増減
所得割率 ６．８８％ ７．２２％ ＋０．３４％
均等割額 ３７，６５９円 ３８，９０１円 ＋１, ２４２円

た
額
に
な
り
ま

す
。（
年
間
保

険
料
は
50
万

円
を
超
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

「
均
等
割
額
」

と
「
所
得
割

率
」
は
、
原
則

と
し
て
県
内
均

一
（
特
例
地
域

を
除
く
）
に
設

定
し
、
２
年
ご

と
に
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
今

年
は
、
下
記
の

通
り
変
更
さ
れ

ま
す
。
み
な
べ

■
保
険
料
の
軽
減
措
置

《
均
等
割
額
の
軽
減
》

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保

険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

軽
減
割
合
は
、
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総
所
得
金

額
等
の
合
計
額
を
も
と
に
、
下
表

の
基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

《
所
得
割
額
の
軽
減
》

　

平
成
21
年
中
の
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
を

差
し
引
い
た
総
所
得
金
額
が

58
万
円
（
年
金
収
入
２
１
１
万

円
）
を
超
え
な
い
方
は
、
所
得

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

《
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
や
共

済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
に

対
す
る
軽
減
》

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用
者

保
険
（
社
会
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額
が

課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
（
注
）
被
用
者
保
険
（
社
会
保

険
や
共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶

養
者
の
方
で
、
上
記
の
軽
減
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
方
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

に
よ
る
方
法
【
特
別
徴
収
】
と
、

窓
口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
【
普
通
徴
収
】
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
年
金
支
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

と
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

▽
特
別
徴
収
は
、
仮
徴
収
と
本

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

・
仮
徴
収
…
前
年
度
２
月
に
保

険
料
が
天
引
き
（
本
徴
収
）
さ

れ
た
方
は
、
同
額
が
４
、６
、８

月
の 

年
金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴

収
）
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
天
引
き
（
仮

徴
収
）
さ
れ
る
方
は
、
平
成
20

年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
仮
の

保
険
料
を
算
定
し
、
４
、６
、８

月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

・
本
徴
収
…
平
成
21
年
中
の
所

得
に
基
づ
い
て
年
間
保
険
料
の

確
定
を
行
い
、
確
定
し
た
年
間

保
険
料 

か
ら
仮
徴
収
し
た
保
険

料
を
差
し
引
い
た
額
が
10
、
12
、

２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。

【
普
通
徴
収
】 

年
金
支
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
又
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
受

　

平
成
22
年
７
月
31
日
の
有
効

期
限
満
了
に
伴
い
、保
険
証（
被

保
険
者
証
）
を
更
新
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
『
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
』
で
す
。
７
月
中

旬
頃
か
ら
順
次
簡
易
書
留
郵
便

で
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
』
の
保
険
証
は
、

７
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
次
第

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で

は
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
み

ず
色
）
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
み

ず
色
）
は
、
８
月
か
ら
お
使
い

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自

分
で
破
棄
さ
れ
る
か
、
保
健
福

祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の

割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
（
住
民
税
の
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険

者
の
い
る
世
帯
の
方
は
、
一
部

負
担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り

ま
す
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
の
色
が

『
う
す
い
オ
レ
ン
ジ
色
』

に
変
わ
り
ま
す

総所得金額等の合計額が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後均等割額
均等割額の８．５割軽減を受ける世帯のうち、被
保険者全員が年金収入８０万円以下（その他の
所得の金額がない）の場合

９割 3,890 円

３３万円（基礎控除額）を超えない世帯 ８．５割 5,835 円
３３万円（基礎控除額）＋２４万５千円×
当該世帯に属する被保険者数（被保険者で
ある世帯主を除く）

５割 19,450 円

３３万円（基礎控除額）＋３５万円×当該
世帯に属する被保険者数 ２割 31,120 円

注）軽減判定において、年金所得から１５万円の年金特別控除が適用されます。
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７
月
11
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

国
政
へ
私
た
ち
の
思
い
を
示
す
大
切
な
機
会
で
す
。

　

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
あ
な
た
の
大
切
な
１
票
を
ぜ
ひ
生
か
し

て
く
だ
さ
い
。

原
幸
男
さ
ん
が

特
用
林
産
功
労
者
表
彰

　

平
成
22
年
度
特
用
林
産

功
労
者
表
彰
で
、
製
炭
業
の

原
幸
男
さ
ん
（
清
川
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
さ
ん
は
、
55
年
間
紀
州

備
長
炭
の
生
産
に
携
わ
り
、

伝
統
的
な
技
術
を
忠
実
に

継
承
し
、
卓
越
し
た
技
術

で
生
産
さ
れ
る
備
長
炭
は
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
継
者
の
育
成
に

も
取
り
組
み
、
伝
統
の
継

承
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
を

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

７
月
11
日（
日
）は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日

投
票
時
間
は
午
前
７
時
～
午
後
６
時

　

み
な
べ
町
に
引
き
続
き
３
か

月
以
上
住
ん
で
い
る
、
平
成
２

年
７
月
12
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

20
歳
以
上
の
方
で
す
。
引
っ
越

し
て
こ
ら
れ
た
場
合
は
、
今
年

３
月
23
日
ま
で
に
転
入
届
を
出

し
た
方
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、
み
な
べ
町

選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務

課
内
、
℡
72
─
２
０
５
１
）
へ

　

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
、

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
入
場
券
を
忘
れ
て
も
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の

係
員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
は
公
示
日
以

後
、
各
家
庭
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用
事

が
あ
っ
て
投
票
所
へ
行
け
な
い

と
い
う
方
は
、
投
票
日
前
日
ま

で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
前
投
票
で
き
る
日
時

　

６
月
25
日
（
金
）
～
７
月
10

日
（
土
）
ま
で
毎
日
（
土
日
も

含
む
）、
午
前
８
時
30
分
～
午
後

８
時
ま
で

▼
投
票
で
き
る
場
所

　

役
場
第
１
庁
舎
（
芝
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。
す
で
に

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
、
不
在
者
投
票
施
設
に
指

定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
病
院
や
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
投
票
で
き
る
日
時

　

期
日
前
投
票
と
同
じ
日
時
の
間

で
、病
院
な
ど
が
指
定
す
る
日
時
。

※
く
わ
し
く
は
、
病
院
・
施
設

ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ

　

長
期
の
仕
事
な
ど
で
、
投
票

日
当
日
、
み
な
べ
町
で
投
票
で

き
な
い
方
や
、
住
民
票
を
置
い

た
ま
ま
他
市
町
村
に
住
ん
で
い

る
学
生
な
ど
の
方
は
、
滞
在
先

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
投
票
方
法

①
「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
（
兼

請
求
書
）」
を
滞
在
先
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
ら
い
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。（
宣
誓
書
は
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

②
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投

票
用
紙
を
送
り
ま
す
。

③
投
票
用
紙
が
届
い
た
ら
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
へ
持
っ
て
行
き
、
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
記
入
さ
れ
た
投

票
用
紙
は
、
投
票
日
ま
で
に
み

な
べ
町
へ
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

▼
投
票
で
き
る
日
時

　

期
日
前
投
票
と
同
じ
で
す
が
、

投
票
日
に
近
づ
く
ほ
ど
郵
送
が

間
に
合
わ
な
く
な
り
、
投
票
が

無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
、

要
介
護
度
５
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
み
な

べ
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請

し
て
い
た
だ
き
、「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
の
は

投
票
所
で
は

期
日
前
投
票

病
院
等
で
不
在
者
投
票

郵
便
で
不
在
者
投
票

他
市
町
村
で
不
在
者
投
票

届
い
て
い
れ
ば
入
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
（
忘
れ
て
も
大
丈

夫
で
す
）。

※
投
票
日
が
近
く
な
る
ほ
ど
込

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

▽
窓
口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ

る
方
法
で
納
め
ま
す
。

◆
納
付
方
法
の
選
択
に
つ
い
て

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
へ
の
変
更
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。（
注
）
こ
れ
ま
で
の
納
付
状

況
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
こ
と
は
、保
健
福
祉
課
（
℡

72
─
２
５
４
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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～おいしいお米ができるかな～
米づくり・田植え体験！

県外の中学生がみなべの特産を体験学習！

  ５月28日（金）、紀州日高漁業協同組合南部町支所
が、堺の沖磯でヒジキなど藻場の移植を行いました。
沿岸域での良漁場を再生するとともに、根付資源の
回復を図り、漁獲量の安定を図ることなどを目指して
います。
 この日は、漁協組合員、県水産試験場職員や町職
員など約30名が参加して、作業を行い、ヒジキなどの
親藻を植え付けました。

　南部中学校２年生が、６月２日～４日まで、町内の24事
業所で職場体験を行いました。働くことの喜びや苦労、
厳しさなどを体験し、働くことの意義や価値を学ぶことな
どを目的に、生徒たちは、各事業所で学習をしました。
 南部幼稚園では、７名の生徒が各クラスに入って先生
の手伝いをしました。保育の時間には、園児達と一緒に
工作を作ったり、園庭で遊具や砂場で遊んだりして園
児とふれあいました。

 ふれ愛センターでは、妊娠中や育児中のお母さんたちの交流会を、毎月
行っています。６月17日（木）には、「いい歯のおはなし」が開催されました。
 保健師が赤ちゃんの歯や虫歯予防などについて説明の後、栄養士の堀
内さんから、噛む力・生活のリズムについて話がありました。
 「よく噛んで唾液を出すことで、虫歯になりにくく体にも良い」ということで、
噛む習慣が身につくような歯ごたえがあり手づかみで食べられるおやつ
の紹介がありました。
 参加したお母さんたちは、子どもと一緒に試食しながら、栄養士さんに作
り方を教えてもらったり、また栄養についてのアドバイスを受けました。

　６月８日（火）、南部幼稚園の年長児31名が、ＪＲ西日本和歌山支
社が取り組む「旅育」で列車の乗車体験を行いました。「旅育」は、
子どもたちに駅見学や列車乗車の体験を通して公共交通機関の
利用方法や乗車マナー、鉄道の仕事などを楽しく学んでもらおうと
受け入れる、初めての取り組みです。
　この日、参加した園児達は、南部駅から御坊駅まで特急くろしおに
乗車し、同駅の見学や、時刻表の見方、切符の買い方、また乗車マ
ナーなどをＪＲ職員から教わりました。
園児達は、「楽しかった！速かった！列車が大好き！」と笑顔いっぱいで
乗車体験を楽しんでいました。

～「噛む」から始まる健康づくり～「いい歯のおはなし」開催

なります。
　この日、子どもたちは裸足で田んぼに入
り、一列に並んで、町民会議の会員らの
指導を受けながらもち米の苗を植えまし
た。初めて田んぼに入る子どもたちも多く、
ヌルッとした田んぼの感触に歓声をあげ
ながら、楽しそうに苗を植えていきました。
　なお、９月上旬には稲刈り、11月下旬に
は収穫したお米で餅つきをする収穫祭を
行う予定です。

　６月２日（水）、尾張旭市の中学生が、修学旅行でみなべ町を訪れ、海や山
の体験学習を行いました。梅のコースに参加した生徒は、梅採りや梅ジュース・
梅ジャムづくりを体験、備長炭では、窯出しと風鈴作りを体験しました。
　また、漁業では、みなべの沖合で刺し網漁を体験し、水揚げされた10種類

堺沖磯で藻場を移植

南部中学生が職場体験学習

の魚について名前や生態を漁協職員に教えてもら
いました。その後堺漁港で、漁師さんに教えても
らってイカの一夜干しを作りました。生徒たちは、い
ろんな体験を通して、みなべの海と山の恵みを堪能
した様子でした。

県内初の「旅育」で列車乗車体験！

　６月９日（水）、上南部保育所で同保育所と高城・清川保
育所園児たちが合同で、「人形劇場クアパパ」による人形
劇を観賞しました。
　劇は、「きつねのしっぽ」と「キャベツ畑でこんにちは」の
２話が披露され、園児たちは、劇に登場する人形に呼び
かけたり、歓声をあげて喜んだりと劇に夢中になって見
入っていました。また、手遊びなども楽しみ、大喜びでした。

上南部、高城、清川保育所園児たちが人形劇観賞

　６月５日（土）、町青少年育成町民会議主催
の米づくり体験・田植えが、徳蔵の水田で
行われ、町内の小学生約100名が参加し
ました。
　この体験は、自分たちが毎日食べてい
るお米がどうやってできているのかを知っ
てもらうために、実際にお米づくりを体験し
てもらおうと企画したもので、今年で４年目に
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●神の手 上下（久坂部羊）●
たましいを運ぶ舟（道浦母都
子）●ラスト・チャイルド（J・ハー
ト）●ハンカチでつくるこども服
（弘茂昭子）●三本の植樹か
ら森は生まれる（宮脇昭）●人
生をいじくり回してはいけない
（水木しげる）

　農業の大切さを訴え続けて
きた著者が、全国の農村を訪
ねたルポルタージュ。家族で牧
場を経営する酪農家や青梗
菜の産地化に挑んだお母さん
たちなど、いろいろな地域で、
さまざまな農業に取り組む人々
の姿に、農業の魅力や力強さ
を感じる1冊です。

●アウシュヴィッツの音楽隊
（クーディー）●Ｗ杯をたたか
うボール（岩崎龍一）●コブタ
のしたこと（ヘウス）●マクドナ
ルドさんのやさいアパート（バ
レット）●巨大昆虫探検図鑑
（山口進）●ブルンディバール
（センダック）●さあ、化石を探
しにいこう（自然環境研究オ
フィス）●魔術師ニコロ・マキャ
ベリ（スコット）

●平城京に暮らす　天平びと
の泣き笑い（馬場基）●アニ
メーションがつくれる絵コンテ
入門（アニメーションノート編集
部）●ピストルズ（阿部和重）

●怪獣図鑑（荒井一利）●アネ
モネ探偵団　香港式ミルク
ティーの謎（近藤史恵）●ドーナ
ツだいこうしん（レベッカ･ボンド）

　「？」をたくさん頭のなかにぶらさげている人、それを
ずうっとぶらさげ続けて、答えを追い求める人が、面白
い発見をするんですって。調べもののヒントになりそう
な本や、そんなゆかいな発見をした人の本などを並べ
ます。

　梅雨が明けるといよいよ夏本番。川のせせらぎ、青
い海、水の張られた田んぼ。厳しい暑さの中、水のあ
る風景は爽やかな気分にしてくれます。夏のレジャー
の本や涼を感じていただける本を紹介します。

「水のある風景」

「調べてみよう！」

７月14日（水）

３日（土）わくわくタイム（10:30～）
おはなし会（14:00～）

74-3283
72-1410

　世界にひとつだけのしおりを作ってみませんか。昨年、
大好評により、今年も下記のとおり開催します。
◆と　き　７月25日（日）午前10時15分から
◆ところ　ゆめよみ館
◆講　師　松下恭子さん
◆対　象　小学生以上
◆定　員　25名（先着順、申し込みはゆめよみ館まで）

小
泉
武
夫

（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）

　後継者が5000人を割り、食
料自給率が40％を割った日本
の農業。でも、それであきらめ
ずに、いろんな取り組みをして
いる集団や学校があります。
それらを紹介し、食べることは
生きることだから、もう一度、足
元から見直そうと、「食」と
「農」の見直しを呼びかける一
冊です。

い
の
ち
を

は
ぐ
く
む
農
と
食

百
姓
探
訪

立
松
和
平

（
家
の
光
協
会
）

　土の中にいるもぐら。その上
にはなにがある？　草があり、
その上には木があり、またまた
その上には空が。月まで行った
ら下りましょう。下にはなにがあ
るかな？　いろいろな生きもの
が住んでいる地球をたてに切
りとって見たような絵本。本を
たてに開いて上に下にと読ん
でいくのも面白い。

ローラM．シェーファー
（福音館書店）

午後３時から

うえにはなあに　したにはなあに

６
月
９
日
、
上
南
部
分
館
で
、

町
英
語
講
師
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ッ
ト
マ
ン
さ
ん
が
、

英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
達
や
保
護
者
は
、
英
語
と
日

本
語
訳
で
語
ら
れ
る
物
語
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

カレンダー

５日（月）休館
８日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）
10日（土）おはなし会（14:00～）
12日（月）休館
17日（土）おはなし会（14:00～）、
調べる学習コンクール展示（～28日）
19日（月）海の日　休館
20日（火）休館

26日（月）休館
30日（金）休館　月末整理日
31日（土）おはなし会（14:00～）

22日（木）ちいさいひとのための
おはなし会（0～3歳）（10:30～）
24日（土）ビデオ上映会（10:30～）
　　　　　 おはなし会（14:00～）
25日（日）「ラミネーターで作ろう！
オリジナルしおり」（10:15～）

※使い慣れたはさみを持って来てください。

ラミネーターで作ろう！オリジナルしおり

　今年も、ちいさな手作り絵本を募集しますので、ふるって
ご応募ください。絵本の用紙は、ゆめよみ館または分館、分
室でお渡しします。出来上がった作品は、８月31日（火）までに
持って来てください。
　作品は、全点を絵本作家の松下千恵さんに講評していた
だいて、秋に各公民館などで巡回展示します。

手作りのちいさな絵本作ってみませんか
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
に
つ
い
て

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　
「
国
民
年
金
の
保
険
料
を
払
い
続
け
た
い
が
、
経
済
的
に
苦
し
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、次
の
よ
う
な
免
除
や
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

払
え
な
い
か
ら
と
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
の
年
金
だ

け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
に
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
免
除
の
種
類

▼
４
分
の
１
免
除　

保
険
料
の
４

分
の
１
が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
４
分

の
３
を
納
付
）

▼
半
額
免
除　

保
険
料
の
半
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。（
半
額
を
納
付
）

▼
４
分
の
３
免
除　

保
険
料
の
４

分
の
３
が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
４
分

の
１
を
納
付
）

▼
全
額
免
除　

保
険
料
の
全
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

●
免
除
の
対
象
と
な
る
方

①
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る

②
障
が
い
が
あ
る
、
ま
た
は
寡
婦

で
、
前
年
の
所
得
が
１
２
５
万
円

以
下
で
あ
る

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

④
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災

害
で
損
害
を
受
け
た
、
失
業
し
た
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

　

な
お
、
４
分
の
１
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
３
免
除
を
利
用
す
る
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
未
納
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。

●
猶
予
の
種
類

■
若
年
者
納
付
猶
予　

30
歳
未
満

の
方
で
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

を
後
払
い
に
で
き
ま
す
。
猶
予
と
な

る
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。

■
学
生
納
付
特
例　

本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
の
学
生
は
、
在
学
期
間
中

の
保
険
料
を
後
払
い
に
で
き
ま
す
。

●
申
請
が
必
要
で
す　

　

免
除
も
猶
予
も
申
請
が
必
要
で
す
。

（
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
）

　

免
除
や
猶
予
を
利
用
し
た
い
と
い

う
方
は
、
住
民
環
境
課
・
国
民
年
金

係
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免除時の保険料と年金額の関係

納付する保険料(月)
（平成２２年度）

受け取れる
年　金　額

全額納付
全額（15,100円）を納付

全  額

１/４免除
３/４（11,330円）を納付

全額の７/８

半額免除
半額（7,550円）を納付

全額の６/８

３/４免除
１/４（3,780円）を納付

全額の５/８

全額免除
納付額０円

全額の１/２

平成22年10月１日
●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●平成 22 年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実
　施する最初の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことの
　できない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。
●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、
　生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

　総務省・和歌山県・みなべ町　

国勢調査を実施します
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８
月
か
ら
、
次
の
各
福
祉
医

療
の
受
給
者
証
が
、
新
し
く
切

り
替
え
に
な
り
ま
す
。（
有
効
期

限
は
１
年
間
）

●
老
人
（
対
象
は
67
～
69
歳
）

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

（
対
象
は
70
～
74
歳
）

　６月 11 日（金）、平成 22 年第２回臨時町
議会が開会され（会期１日）、次の３議案が
上程されました。
■町道路線の認定について
　みなべ新橋線（延長１９１メートル）を、
町道に認定することが可決されました。
■林道木の川市井川線改良（その５）工事
請負変更契約の締結について
　同工事の請負契約額変更についての議案
が、否決されました。
■一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ
れ 44 万円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ 83 億４４９０万円とすることが可決され
ました。
　歳入の内訳は、繰越金 44 万円です。歳出
は、みなべ新橋の完成に伴う開通祝賀行事
の費用です。

平成22年第２回臨時町議会７
月
は
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）第
１
期
の
納
期
で
す

―

納
付
を
お
願
い
し
ま
す―

　

７
月
は
、
65
歳
以
上
の
方
に

支
払
っ
て
い
た
だ
く
介
護
保
険

料
で
、
普
通
徴
収
の
方
の
第
１

期
の
納
期
で
す
。（
普
通
徴
収
＝

自
分
で
金
融
機
関
等
へ
納
付
す

る
方
法
で
す
）

　

介
護
保
険
料
は
、
原
則
と
し

て
各
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
さ
れ
ま
す
が
、
普
通
徴

収
で
納
め
て
い
た
だ
く
の
は
、

主
に
次
の
よ
う
な
方
で
す
。

▼
老
齢
年
金
な
ど
の
月
額
が
、

１
万
５
０
０
０
円
未
満
（
年
額

18
万
円
未
満
）
で
あ
る
方

▼
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
ま
た
は
転
入
し
て
き
た
方

　

納
付
対
象
の
方
に
は
、
７
月
中

頃
納
付
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

第
２
期
以
降
の
納
期
は
、
次

の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
▼
３
期
＝
９
月

▼
４
期
＝
10
月
▼
５
期
＝
11
月

▼
６
期
＝
12
月
▼
７
期
＝
来
年

１
月
▼
８
期
＝
来
年
２
月

●
重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）

●
ひ
と
り
親
家
庭

　

新
し
い
受
給
者
証
を
、
７
月
中

に
お
渡
し
し
ま
す
。（
郵
送
ほ
か
）

　

古
い
受
給
者
証
は
、
各
自
で

破
棄
す
る
か
保
健
福
祉
課
へ
返

し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

み
な
べ
町
の
公
共
下
水
道
事

業
は
、
事
業
の
認
可
対
象
区
域

に
住
む
皆
さ
ん
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

益
者
負
担
と
い
い
、
平
成
12
年

度
か
ら
順
次
、
管
路
工
事
が
済

み
各
戸
へ
公
共
汚
水
桝
を
設
置

し
た
区
域
の
方
に
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
20
・
21
年

度
中
に
桝
の
設
置
が
済
ん
だ
区

域
の
方
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象
区
域

の
皆
さ
ん
に
は
、
７
月
初
め
に

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

上
下
水
道
課（　
72
━
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

各
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

■
対
象
地
域　

埴
田
、新
町
、芝
、

芝
崎
、
東
吉
田
、
千
鹿
浦
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部

■
負
担
金
の
額　

１
平
方
メ
ー

ト
ル
に
つ
き
５
０
０
円
×
土
地

の
面
積

■
納
付
方
法　

次
の
い
ず
れ
か

納
め
や
す
い
方
法
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
分
割
納
付
→
平
成
22
年
度
～

24
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
年
４

回
納
付
（
７
月
・
９
月
・
11
月
・

翌
年
２
月
、
合
計
12
回
）

◎
一
括
納
付
→
上
表
の
通
り
。
前

納
報
奨
金
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

■
納
付
期
限（
初
回
分
・
全
期
分
）

８
月
２
日
（
月
）

■
納
付
場
所　

町
が
指
定
し
た

各
金
融
機
関

　

な
お
、
平
成
20
年
度
、
ま
た

は
21
年
度
か
ら
分
割
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■一括納付した場合の差引額
一括納付
の方法

前納報奨金として
差し引かれる割合

例えば、土地の面積が
240㎡の場合の差引額

１年分（４回分）
を一括納付

負担金額の１年分
（1/3）の３％を差引

（240㎡×500円＝120,000円）
×1/3×3％＝1,200円

２年分（８回分）
を一括納付

負担金額の２年分
（2/3）の６％を差引

（240㎡×500円）
×2/3×6％＝4,800円

３年分（12回
分）を一括納付

負担金全額の
１０％を差引

（240㎡×500円）
×10％＝12,000円

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
こ
そ
価
値
が
あ
り
ま

す
。
川
や
海
の
自
然
環
境
を
き

れ
い
に
し
、
家
庭
や
地
域
を
衛

生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
に
改

善
す
る
た
め
、
１
日
も
早
く
つ

な
ぎ
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
の
つ
な
ぎ
込
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す

『
自
衛
官
募
集
説
明
会
』

の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
長
年
の
研
究
成
果
に

よ
り
、
梅
の
効
用
に
つ
い
て
２
つ

の
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

梅
の
中
に
は
、
胃
に
障
害
を
及

ぼ
す
菌
の
運
動
能
力
を
阻
害
す

る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
、
ま
た

も
う
１
つ
は
、
血
糖
値
の
上
昇
、

肥
満
等
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
酵

素
の
働
き
を
阻
害
す
る
物
質
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
見
い
だ

し
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
の
中
に
存
在

し
て
慢
性
胃
炎
を
引
き
起
こ
し
、

胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
の
原
因
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

梅
の
医
学
的
効
能
研
究
グ

ル
ー
プ
（
み
な
べ
町
・
和
歌
山
県

梅
の
効
能
調
査
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

立
医
科
大
学
）
は
、
み
な
べ
町
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
他
の
地

域
の
人
よ
り
も
梅
食
品
を
多
く

食
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
梅

の
効
能
と
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
慢

性
胃
炎
や
胃
が
ん
と
の
関
係
を

調
べ
る
た
め
に
、
胃
の
健
康
度
血

液
検
査
（
ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
ペ
プ

シ
ノ
ゲ
ン
検
査
）
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
（
無
料
）
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
35
歳
か
ら
79
歳

ま
で
の
町
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
る
方
を
対
象
に
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ

き
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

県
で
は
、
厚
生
労
働
省
所
管
の

も
と
、
今
年
も
毎
月
勤
労
統
計
調

査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。　

こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を
１

～
４
人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対

象
に
、
我
が
国
の
雇
用
労
働
者
の

賃
金
、
労
働
時
間
、
雇
用
の
変
動

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
年
１

回
実
施
さ
れ
、
景
気
判
断
や
経
済

情
勢
に
向
け
て
の
諸
政
策
な
ど

に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統

計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票

を
作
成
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
が
、

自
衛
官
募
集
説
明
会
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
６
日
（
火
）・
７

月
25
日
（
日
）、
時
間
は
午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
場
所　

南
部
公
民
館　

２
階

●
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方

●
募
集
種
目　

○
自
衛
官
候
補

生 

○
一
般
曹
候
補
生 

○
航
空

学
生 

○
看
護
学
生 

○
防
衛
大

学
校
学
生 

○
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
の
６
つ
の
コ
ー
ス

　

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
御
坊

地
域
事
務
所
（
℡
０
７
３
８
─
23

─
０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

金融庁・消費者庁からのお知らせ

　平成 22 年６月 18 日に改正法が施行され、借入総額が「年収
の３分の１」を超える場合、新規の借入ができなくなります。
借入の際、基本的に、年収を証明する書類が必要となります。
借入や返済のお悩みは、お早めにご相談ください。相談窓口の
連絡先は、℡ 0570 － 064 － 370（消費者ホットライン）へ。

貸金業法が大きく変わります！
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「
に
じ
ま
つ
り
」へ

　

出
か
け
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
で

  

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

平
成
22
年
度

第
２
学
期
の
学
生
募
集

　

介
護
老
人
福
祉
施
設「
虹
」（
埴

田
）
で
は
、
今
年
も
虹
祭
を
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
手
伝
っ
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、「
虹
」（
℡

84
─
２
５
５
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
25
日
（
日
）
正

午
～
午
後
４
時

■
場
所　

介
護
老
人
福
祉
施
設

「
虹
」
の
玄
関
前
＆
１
階
・
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス

▼
玄
関
前
（
正
午
～
４
時
）
▽

出
店
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

ジ
ュ
ー
ス
・
焼
き
そ
ば
な
ど
）

▽
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
▽
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー

▼
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
午
後

１
時
～
３
時
）
▽
ス
テ
ー
ジ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

「マタニティー＆ベビーサロン」

日　時：７月１５日（木）13：30 ～ 14：30
場　所：こひつじランド（埴田、愛之園保育園内）
内　容：①赤ちゃん人形で抱っこの練習
　　　　②知って得する出産前後のサービス紹介
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）

パパ＆ママセミナー（両親学級）

　もうすぐ「お父さん」「お母さん」の参加をお待ちしています。
　講座に参加希望の方は、前日までにふれ愛センター・保健
師（℡74－3337）へご連絡ください。

（ふれ愛センターで）

内　　　容 実施日・時間

こんにちは　赤ちゃん！
もうすぐお父さん・お母さん

子育てを楽しもう

７月29日（木）
19：00～20：00

（要予約）

日　時：７月16日（金）10：00～11：00
場　所：役場第１庁舎　３階
対　象：妊婦さんや子育て中のお母さ
　　　　ん、どなたでも参加できます
受付期間：７月１日～７月 14 日
　　　　　※申し込みが必要です
申 込 先：こひつじランド（愛之園保育
　　　　  園内）（℡72-2371）
持ち物：お茶・タオル・バスタオル・
　　　　５本指ソックス
※動きやすい服装でご参加ください
※妊娠中・育児中のママたちの交流会
を、毎月１回行っていますので、お気
軽にご参加ください。

プレママ＆フレッシュママ
交流事業

『ママヨガ』

　

７
月
４
日
（
日
）、
福
祉
・
介

護
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
が
、
次
の

通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。（
田
辺
市

福
祉
・
介
護
の

し
ご
と
フ
ェ
ア
開
催

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

■
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

■
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

を
持
っ
て
い
る
方
な
ら
、
無
試

験
で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、卒
業
す
る
と
学
士（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に

学
び
た
い
方
に
は
、「
放
送
大
学

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
、
６
月
１
日

（
火
）
～
８
月
31
日
（
火
）
ま
で
、

平
成
22
年
度
第
２
学
期
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
学
願

書
と
資
料
の
請
求
は
、
放
送
大

学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー［
〒
６

４
１
─
０
０
５
１　

和
歌
山
市

西
高
松
１
丁
目
７
─
20
（
和
歌

山
大
学
松
下
会
館
内
）
℡
０
７

３
─
４
３
１
─
０
３
６
０
］
へ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
・
紀
南
福
祉

人
材
バ
ン
ク
主
催
）

▼
日
時　

７
月
４
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　
田
辺
市
、ハ
ナ
ヨ
ア
リ
ー

ナ
（
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ
）

　

個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー
、
な
ん

で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
資
格
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
進
路
相
談
・
修

学
資
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
紀
南

福
祉
人
材
バ
ン
ク
登
録
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
や

履
歴
書
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

く
わ
し
く
は
、
田
辺
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
℡
26
─
４
９
１

８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

サマージャンボ２０１０年
市町村振興宝くじ

１等・前後賞合わせて３億円！

この宝くじの収益金は
市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

発売期間　7/7（水）～7/30（金）
抽選日　　8/10（火）
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　今年度のミニドック［国保メタボ健診（特定健診）・
がん検診など］の予定は、下記の通りです。
［※国保メタボ健診の受診対象は、町国民健康保
険に加入している35歳～75歳の方です］
　受診を申し込まれた方には、受診日などを記入した受
診カードと問診票を、６月下旬から順次お届けしていま
す。届いたら、受診日と受診場所を確認後、問診票は必
ず記入して、受診カードと一緒に当日持って来てくださ
い。なお、国保メタボ健診を申し込んだ方は、受診費用と
して６００円もご持参をお願いします。尚、今年は梅の効
能調査（ピロリ菌とペプシノゲン検査（血液検査））があ
り、ご協力をお願いしています。

　年１回の検診をきっかけに、体のサインに気付き、健康
な生活を送れるよう気をつけたいものですね。
　「まぁいいか」「今日だけ」といいながら、毎日食べ過ぎ
や運動不足が積み重なっていませんか？
健康自慢を目指して、食べ過ぎやバランスに注意した食
生活と、適度な運動を始めてみませんか。

始めませんか？
　体が喜ぶ生活習慣 

　８月に結果説明会を行います。国保メタボ健診の結
果、35歳～74歳までのメタボに該当する方（治療中の方
を除く）には、来年２月までの約半年間、月１回程度のメタ
ボ教室（特定保健指導）をお勧めします。

※７月の受付時間は、いずれも午前７時～９時です。
※子宮検診は、８月に行います。後日、問診票と日程などの
お知らせを郵送します。
※指定された受診日に都合が悪い方は、別の日に受診して
ください。

◎百日ぜき・ジフテリア・破傷風の混合ワクチンです。
対象のお子さん（生後３カ月以上７歳半まで）には、随時案内を
送ります。すでに案内をもらっている方は、忘れずに接種してく
ださい。
　実施期間中、お子さんの体調の良いときに、●出口産婦人科
（北道）●野村小児科内科（同）●森上医院（同）●辻村外科
(東吉田) ●ひがし内科クリニック（東本庄）●高城診療所（広
野）のいずれかで接種してください。

　高校３年生に相当する年齢の方は、実施期間中、●出口産
婦人科（北道）●野村小児科内科（同）●森上医院（同）●辻
村外科（東吉田） ●ひがし内科クリニック（東本庄）●高城診
療所（広野）のいずれかで接種してください。

7月2日（金）・9日（金）・16日（金）・23日（金）・30日（金） 18：00～21：00
トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

（平成22年2・３月生まれ） 7月  6日（火）

7月  7日（水）

7月1日（木）～9月30日（木）

（平成19年12月生まれ）
（平成20年１月生まれ）

※上記のいずれも対象のお子さん（方）には、案内状（予診
票同封）を送ります。

※６日は、高城中学校３年生が思春期体験学習で健
診のお手伝いをします。

13：00～13：30

13：00～13：30

４ か 月 児 健 診

２歳６か月児歯科健診

7月6日（火）

　　 7日（水）

受　診　日 受診場所

ミニドックの受診日＆受診場所

ミニドックのご案内

小学６年生対象（集団）

予　防　接　種　名 実　施　期　間

■高城小・清川小生徒
■南部小生徒
■上南部小・岩代小生徒
受付時間はいずれも13：00～13：30
※接種の際、保護者の同伴が必要です。

7月26日（月）ふれ愛センターで
7月27日（火）ふれ愛センターで
7月30日（金）ふれ愛センターで

二種混合（ジフテリア・破傷風）

三 種 混 合（Ⅰ期 初 回 ）
三 種 混 合（Ⅰ期 追 加 ）

7月1日（木）～8月31日（火）

予　防　接　種　名 実　施　期　間

麻しん 風しん（Ⅳ期 ）
（対象：高校３年生相当）

役場第一庁舎
〃

　　 8日（木） 〃

　　 9日（金）ふれ愛センター

　  13日（火） 〃

7月14日（水）

　  15日（木）

受　診　日 受診場所

ふれ愛センター
〃

　  16日（金） 〃

　  22日（木） 高城公民館

　  23日（金） 清川公民館

～結果説明会は8/3～8/27まで～

（平成21年8・9月生まれ） 7月21日（水）

7月28日（水）（平成18年12月生まれ）
（平成19年１月生まれ）

13：00～13：30

13：00～13：30

1 0 か 月 児 健 診

３歳６か月児健診

8月  4日（水）（平成20年12月生まれ）
（平成21年１月生まれ）

13：00～13：30
１歳６か月児健診
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連絡は教育学習課

7月の消費生活相談会

9日（金）13：00～16：00
ふれ愛センターで
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

7月の人権・行政・登記相談

14日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

7月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

10日（土）（9：30～16：00）
7月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

7月は

◆岩代小、海洋水泳
◆南部幼、プール遊び始まり

◆高城中、授業参観
　ＰＴＡ会員研修・学年懇談会
◆高城保、バイキング給食
◆白梅幼、百万遍念仏
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆清川小、授業参観
　心肺蘇生法講習会
◆清川保、プール開き

◆小・中学校、終業式
◆白梅幼、終業式
◆高城保、保育参加（～23日）
◆高城中、花作り

◆南部小5年生、キャンプ
　（～22日）
◆南部小、個人面談
　（～23日・26日）
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小1・5年・あおぞら学級2、
　授業参観・学級懇談会
◆岩代小、たちばな特別
　支援学校との交流会
◆愛之園保、eco孫爺
　おじいちゃん、おばあちゃん
　とのお掃除大作戦

◆南部幼、お泊り保育
　（年長）（～30日）
◆パパ＆ママセミナー
　（19：00～・ふれ愛センター）
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～31日・上南部分館）

◆南部小、登校日
◆愛之園保、プールたっぷりデー
◆二種混合予防接種
　（上南部小・岩代小６年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部長寿大学、
　（歴史学習・南部公民館）

◆介護老人福祉施設「虹」
　で七夕虹祭（12：00～）
◆高城小、環境整備作業、
　空き瓶・アルミ缶回収
◆ラミネーターで作ろう！
　オリジナルしおり
　（10：15～・ゆめよみ館）

◆愛之園保、
　第31回保育園まつり（17：30～）
◆南部保、夕涼み会（18：00～）
◆上南部保、夕涼み会（19：00～）
◆清川保、夕涼み会
◆ＪＡ杯少年野球大会
　（・31日、町内グラウンド）
◆愛之園保、
　おひさま広場（開放保育）
　保育園まつりに行こう
　（17：30～・申込要）

◆清川小、臨海学習
◆清川小5・6年、
　宿泊研修（～23日）
◆高城小、心肺蘇生法講習会
　（19：30～）
◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）
　外で自由遊び（10：00～）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆清川中、心肺蘇生法講習会
　学級懇談会・ＰＴＡ給食試食会
◆高城中、校内球技大会
◆上南部保、プール開き
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆白梅幼、保育参観
◆上南部中、心肺蘇生法講習
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ママヨガ」、
　（10：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼、終業式・親子夏まつり
　（18：00～）
◆ひかり保、終業式・朝顔祭り
◆白梅幼、園開放日
◆高城小竣工記念少年野球大会
　（～19日・高城小グラウンド外）
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～28日・ゆめよみ館）

◆高城小、授業参観
　学級懇談会・字別懇談会
◆上南部中、
　租税教室・校内球技大会
◆高城中、思春期体験
◆岩代小、七夕集会
◆高城保、七夕ふれあい会
◆清川保、おひさま広場（開放保育）
　七夕まつり（10：00～）
◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保すみれ組、
　虹訪問

製品安全点検日

◆南部中、授業参観
　学年懇談会・進路説明会
◆愛之園保・南部保・清川保、
　七夕まつり
◆白梅幼・上南部保、七夕の会
◆ひかり保、七夕笹流し
◆南部幼、七夕まつり
　人形劇（クワパパ）
◆南部保・上南部保・高城保、
　おひさま広場（開放保育）
　七夕まつり（10：00～）
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

食育の日

勤労青少年の日

海の日

国民安全の日

川の日

◆南部川体験学習会
　（9：00～・南部川河川敷）
◆白梅幼、夏期保育開始
◆二種混合予防接種
　（高城小・清川小６年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）
　各納期　水道料金（5・6月分）
　公共下水道使用料（5・6月分）
　農業集落排水使用料（6・7月分）
　の各口座振替

◆二種混合予防接種
　（南部小6年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14:30～16:30）

◆町内水泳大会（6年生対象）
　（13：00～・上南部小プール）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆こひつじランド第3回
　育児講座「プール遊び」
　（10：00～・愛之園保）

◆愛之園保、保育・給食参観
◆白梅幼、園開放日

◆南部小4・6年、
　授業参観・学級懇談会
　心肺蘇生法講習会
◆高城小、中学生による絵本
　の読み聞かせ
◆清川小、梅シロップづくり
◆高城保、中学生による絵本
　の読み聞かせとふれあい

◆福祉・介護のしごとフェア
　（13：30～・田辺市、ハナヨアリーナ
　（ガーデンホテルハナヨ））
　（問い合わせは田辺市社協
　℡26-4918へ）

◆ひかり保、保育参観
◆岩代小ＰＴＡ、
　アルミ缶回収作業・浜掃除
◆田辺年金事務所
　年金相談窓口開設
　（9：30～16：00）

◆岩代小、参観授業・学級懇談会
◆上南部小、
　授業参観・地区懇談会
◆上南部中、保護者面談（～13日）
◆高城小4年生、浄水場見学
◆ひかり保、プール開き
◆消費生活相談会
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼、昼食会
◆高城保・愛之園保、プール開き
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）
　（15：30～17：30）

◆参議院議員通常選挙投票日

◆高城保、夕涼み会
◆高城中、ＰＴＡ奉仕作業
◆清川中、
　ふれ愛サマーフェスティバル
◆清川中、
　廃品回収・環境整備作業

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
　（6月20日～7月19日）
◆全国一斉「子どもの人権110番」
　強化週間（６月28日～7月4日）
◆青少年の非行問題に取り組む全国強調月間
◆“社会を明るくする運動”強調月間
◆「愛の血液助け合い運動」月間
◆海の月間

◆河川愛護月間
◆海岸愛護月間
◆「青い羽根募金」
　強調運動期間（～8月31日）
◆全国安全週間（1日～７日）
◆全国鉱山保安週間（1日～7日）
◆全国海難防止強調運動（16日～31日）
◆森と湖に親しむ旬間（21日～31日）
◆自然に親しむ運動（21日～8月20日）

第２土曜日  9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日  8：30～17：15
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7月の消費生活相談会

9日（金）13：00～16：00
ふれ愛センターで
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

7月の人権・行政・登記相談

14日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

7月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

10日（土）（9：30～16：00）
7月の田辺年金事務所年金相談

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

7月は

◆岩代小、海洋水泳
◆南部幼、プール遊び始まり

◆高城中、授業参観
　ＰＴＡ会員研修・学年懇談会
◆高城保、バイキング給食
◆白梅幼、百万遍念仏
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆清川小、授業参観
　心肺蘇生法講習会
◆清川保、プール開き

◆小・中学校、終業式
◆白梅幼、終業式
◆高城保、保育参加（～23日）
◆高城中、花作り

◆南部小5年生、キャンプ
　（～22日）
◆南部小、個人面談
　（～23日・26日）
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部小1・5年・あおぞら学級2、
　授業参観・学級懇談会
◆岩代小、たちばな特別
　支援学校との交流会
◆愛之園保、eco孫爺
　おじいちゃん、おばあちゃん
　とのお掃除大作戦

◆南部幼、お泊り保育
　（年長）（～30日）
◆パパ＆ママセミナー
　（19：00～・ふれ愛センター）
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～31日・上南部分館）

◆南部小、登校日
◆愛之園保、プールたっぷりデー
◆二種混合予防接種
　（上南部小・岩代小６年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部長寿大学、
　（歴史学習・南部公民館）

◆介護老人福祉施設「虹」
　で七夕虹祭（12：00～）
◆高城小、環境整備作業、
　空き瓶・アルミ缶回収
◆ラミネーターで作ろう！
　オリジナルしおり
　（10：15～・ゆめよみ館）

◆愛之園保、
　第31回保育園まつり（17：30～）
◆南部保、夕涼み会（18：00～）
◆上南部保、夕涼み会（19：00～）
◆清川保、夕涼み会
◆ＪＡ杯少年野球大会
　（・31日、町内グラウンド）
◆愛之園保、
　おひさま広場（開放保育）
　保育園まつりに行こう
　（17：30～・申込要）

◆清川小、臨海学習
◆清川小5・6年、
　宿泊研修（～23日）
◆高城小、心肺蘇生法講習会
　（19：30～）
◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）
　外で自由遊び（10：00～）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆清川中、心肺蘇生法講習会
　学級懇談会・ＰＴＡ給食試食会
◆高城中、校内球技大会
◆上南部保、プール開き
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）

◆白梅幼、保育参観
◆上南部中、心肺蘇生法講習
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ママヨガ」、
　（10：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼、終業式・親子夏まつり
　（18：00～）
◆ひかり保、終業式・朝顔祭り
◆白梅幼、園開放日
◆高城小竣工記念少年野球大会
　（～19日・高城小グラウンド外）
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～28日・ゆめよみ館）

◆高城小、授業参観
　学級懇談会・字別懇談会
◆上南部中、
　租税教室・校内球技大会
◆高城中、思春期体験
◆岩代小、七夕集会
◆高城保、七夕ふれあい会
◆清川保、おひさま広場（開放保育）
　七夕まつり（10：00～）
◆４か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保すみれ組、
　虹訪問

製品安全点検日

◆南部中、授業参観
　学年懇談会・進路説明会
◆愛之園保・南部保・清川保、
　七夕まつり
◆白梅幼・上南部保、七夕の会
◆ひかり保、七夕笹流し
◆南部幼、七夕まつり
　人形劇（クワパパ）
◆南部保・上南部保・高城保、
　おひさま広場（開放保育）
　七夕まつり（10：00～）
◆2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

食育の日

勤労青少年の日

海の日

国民安全の日

川の日

◆南部川体験学習会
　（9：00～・南部川河川敷）
◆白梅幼、夏期保育開始
◆二種混合予防接種
　（高城小・清川小６年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）
　各納期　水道料金（5・6月分）
　公共下水道使用料（5・6月分）
　農業集落排水使用料（6・7月分）
　の各口座振替

◆二種混合予防接種
　（南部小6年生対象）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14:30～16:30）

◆町内水泳大会（6年生対象）
　（13：00～・上南部小プール）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆こひつじランド第3回
　育児講座「プール遊び」
　（10：00～・愛之園保）

◆愛之園保、保育・給食参観
◆白梅幼、園開放日

◆南部小4・6年、
　授業参観・学級懇談会
　心肺蘇生法講習会
◆高城小、中学生による絵本
　の読み聞かせ
◆清川小、梅シロップづくり
◆高城保、中学生による絵本
　の読み聞かせとふれあい

◆福祉・介護のしごとフェア
　（13：30～・田辺市、ハナヨアリーナ
　（ガーデンホテルハナヨ））
　（問い合わせは田辺市社協
　℡26-4918へ）

◆ひかり保、保育参観
◆岩代小ＰＴＡ、
　アルミ缶回収作業・浜掃除
◆田辺年金事務所
　年金相談窓口開設
　（9：30～16：00）

◆岩代小、参観授業・学級懇談会
◆上南部小、
　授業参観・地区懇談会
◆上南部中、保護者面談（～13日）
◆高城小4年生、浄水場見学
◆ひかり保、プール開き
◆消費生活相談会
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼、昼食会
◆高城保・愛之園保、プール開き
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）
　（15：30～17：30）

◆参議院議員通常選挙投票日

◆高城保、夕涼み会
◆高城中、ＰＴＡ奉仕作業
◆清川中、
　ふれ愛サマーフェスティバル
◆清川中、
　廃品回収・環境整備作業

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
　（6月20日～7月19日）
◆全国一斉「子どもの人権110番」
　強化週間（６月28日～7月4日）
◆青少年の非行問題に取り組む全国強調月間
◆“社会を明るくする運動”強調月間
◆「愛の血液助け合い運動」月間
◆海の月間

◆河川愛護月間
◆海岸愛護月間
◆「青い羽根募金」
　強調運動期間（～8月31日）
◆全国安全週間（1日～７日）
◆全国鉱山保安週間（1日～7日）
◆全国海難防止強調運動（16日～31日）
◆森と湖に親しむ旬間（21日～31日）
◆自然に親しむ運動（21日～8月20日）

第２土曜日  9：30～16：00
（月曜日は19：00まで・祝日は休み）
月～金曜日  8：30～17：15
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